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A企画分科会（東海部会）要旨 

東海部会企画分科会「中国における教育の近代化と日本～日米中の視点から～」要旨 

 

 中国における近代教育の始まりは日本から多大な影響を受けたことは周知の通りである。

他方、辛亥革命以降、中国は日本と全く異なる近代国家の道を歩むようになった。その過程

で中国の教育はどう変化したのだろうか。近代教育は国民形成に不可欠な存在であるだけ

に、その在り方に対する理解は近代中国への理解を深めるものである。 

 その理解は同時に中国と日本の関係性の再考を促すものである。日本における中国研究

の枠組みは必ずしも自明なものではない。例えば、中国を日本と同じ東アジア国や同じ文化

圏にあると考えるのか、それとも日本と異なる社会とみるのかにより、研究の枠組みは異な

ってくる。中国の近代教育は日本から大きな影響を受けながらも、「中国」を創り上げる過

程でどのような取捨選択と変革がなされたのだろうか。本分科会では、三人の報告者がそれ

ぞれ日本、アメリカ、中国の教育者や知識人の言論を分析し、中国の近代教育における日本

の影響とその限界、日本との異同を考察する。対象時期は清末から中華民国期までとする。 

 まず、川尻会員は梁啓超、天野為之らの版権に関する議論と斎藤秀三郎が『正則英文教科

書』海賊版をめぐって上海で起こした裁判を取り上げて考察する。次いで、山下会員は日中

両国の教育に大きな影響を及んだアメリカ教育者のジョン・デューイが訪中時にアメリカ

の雑誌に寄せたエッセイを取り上げ、日中の教育に関する彼の見解を分析する。最後に、武

は 1920 年代初頭の新学制を中心に、清末以降の日本モデルと第一次世界大戦以降のアメリ

カモデルの消長を考察し、国民教育の何が変わったかを検討する。 

これらの報告を通して、日米中の三カ国からの視点を総合することで、中国における教育

の近代化の特徴及び日本の役割を多角的に検討する。 
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Ｂ 自由論題（歴史）要旨 

 

氏名 羅 燦 

所属 早稲田大学・院 

報告テーマ 中国国家歴史教科書における歴史認識、道徳と時間性 

 

報告要旨 

  習近平主席は伝統中国の道徳伝統を全面的に復活している。習近平の文集に、最も典型的

な特徴は①毛沢東式の専制君主スタイル；②伝統儒家経典の大量な引用（特に孟子のテキス

ト）；③列叙（排比段）の修辞技法が大量に使われ、情感上の感染力が増強され、論理的説

得力が弱くなること。部編版教科書に習近平の語録が大量に導入され、現代中国の教科書は

倫理道徳を伝授する前近代の経学教材に似ている。ただ習近平語録は前近代思想家の語録

に取って代わっている。 

 申請者の博士論文は中国の国定教科書における知識に歴史哲学、言語学、知識社会学、知

識考古学的研究をすることを通じ、現代中国の知識空間では、抽象的道徳と社会現実がどの

ように特定の視角で繋がっているか、道徳はどのように政治生活の中で機能するのか、道徳

はなぜマンハイム（Karl Mannheim、1893-1947）意義上の「イデオロギー」と「ユートピ

ア」の性格を持つかを説明することを図る。博論の一部として、今回の発表は部編版歴史教

科書を手がかりに、まず歴史教科書における歴史意識を明らかにし、次の段階の研究のため

に、つまり「歴史認識はどのように経験された社会現実と抽象的道徳をリンクするか」を研

究するために準備する。次に申請者は、中国の歴史叙事はただ無時間感的、超歴史的道徳叙

事であることを討論した。歴史の発展はある究極的、恒久不変的な道徳観念を証明するため

に過ぎず、しかもこの究極的、恒久不変的道徳観念こそ、現在の人々の信じている道徳観念

なのである。さらに、歴史や理論に対する隠蔽は神話を作るためである：中国の選択、中国

の実践が大成功を収めるたびに、中国の道徳的優越性はまるで初めて証明される（首次证明）

ようである。大成功を収めるたびに、中国の道徳的優越性は何回も何回も「首次证明」を得、

こうして人々の心の中に中国の道徳的優越性が何回も何回も強化される。 
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氏名：石田 卓生 

所属：愛知大学東亜同文書院大学記念センター 

報告テーマ：東亜同文書院大学中国語教育の戦後における展開について：愛知大学を事例と

して 

要旨： 

 本報告は戦前の東亜同文書院大学で行われていた中国語教育の戦後における展開を事例

として戦前と戦後の中国語教育の連続性を検討しようとするものである。 

 東亜同文書院大学（1901〜1945）は列強のアジア進出に対抗するため東アジアの連帯を目

指して結成された東亜同文会が上海に設立した商学系の高等教育機関である。中国市場を

メーンとする商業実務者や中国に関わる活動の指導者の養成を目標としていたことから、

当然、中国語教育が行われた。 

 近代日本の中国語教育史を研究する六角恒広『中国語教育史の研究』（東方書店、1988 年）

や安藤彦太郎『中国語と近代日本』（岩波新書、1988 年）は、明治から敗戦までの日本の中

国語教育は、日本の中国に対する利己的な経済的・軍事的進出のための実用会話教育に偏っ

ており、そこでは言語学的研究や科学的教育の取り組みはなされておらず、英語・ドイツ語・

フランス語教育のような対象国の文化を受容する機能に欠けていたと述べる。そうした捉

え方からすれば、東亜同文書院大学の中国語教育は戦前の典型であり、また敗戦によって中

国進出という目的が失われたことによって破綻は必然となる。 

 しかし、実際には東亜同文書院大学の中国語教育は戦後も継続されていた。東亜同文書院

大学の教員と学生を基礎として 1946 年に建学された愛知大学の中国語教育は東亜同文書院

大学のそれを踏襲することから出発しており、教員と教材など教育体制が共通するだけで

はなく、「念書」と呼ばれる東亜同文書院大学で行われていた学生主体の課外学習活動です

ら受け継がれた。さらに愛知大学は戦後の日中両国の社会や言語の変化に応じて東亜同文

書院大学で作成された教材を改訂したり、東亜同文書院大学の中国語辞典編纂事業を引き

継いで『中日大辞典』（大安、1968 年）を刊行したりするなど、東亜同文書院大学の中国語

教育を発展させている。 

 こうした東亜同文書院大学と愛知大学の事例からは、戦前と戦後の中国語教育について、

その連続性が浮かび上がってくるのである。 
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氏名 楊 小平 

所属 島根大学国際センター 

報告テーマ：南京大虐殺の記憶と都市文化の再生成 

 

要旨 

 南京大虐殺の歴史と記憶は、日本関係または日本の戦争責任や戦後補償等の枠組みで語

られることが多い。南京大虐殺の記憶は、中国の「国家記憶」として昇華されるのに対して、

その記憶を否定することは戦争の歴史を否定するロジックを持つ考えもある。しかし、その

ような思考法には、南京の地（都市）とそこで大虐殺を経験した人々の存在が軽視され、そ

の人々の戦後の生きが不可視となる。本報告は、南京大虐殺の記憶が戦後の南京の都市文化

の再生成との関係を分析し、戦後中国における戦争の記憶の在り方と意味を検討したい。 

1937 年 12 月 13 日に、南京市が日本軍によって占領され、多くの南京市民の犠牲を出す

南京大虐殺の象徴の日となった。1985 年に侵華日軍南京大虐殺遇難同胞記念館の前身の江

東門記念館が開館し、「万人坑」と称される被害者の遺骨群が展示され、南京は大虐殺を経

験したと被害の象徴都市となった。と同時に、毎年の 12 月 13 日、2014 年中国全国人民代

表大会常務委員会第 7次会議にて 12 月 13 日を「南京大虐殺死難者国家公祭日」（国家記念

日）と決定され、南京大虐殺被害者への記念は国家記憶に上昇されるとともに、南京は戦争

被害を証する都市だけでなく、中国人同胞被害者を祭祀する記念都市でもある。さらに、

2015 年に後世に伝えるべき＜世界の記憶＞として『南京大虐殺档案』はユネスコ世界記憶

遺産リストに登録された。2017 年，南京市がユネスコの諮問機関の一つの国際平和都市協

会から第 165 番目の「国際平和都市」が認定された。「国際平和都市建設」が市政から民間

の共通の目標として挙げられてきた。 

以上のように、南京は南京大虐殺という被害の象徴都市と被害者への祈念都市から、国

際的な平和都市として都市文化を再生成されつつある。本報告では、上記な動きの変遷を整

理し、国家、都市、市民（当事者と非経験者）などの多層な関係性に注意しながら、南京は、

南京大虐殺の記憶を「戦争の語りから平和の建設へ」の変容の意味を分析し，中国における

戦争の記憶の在り方を検討してみたい。 
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Ｃ 自由論題（文化）要旨 

 

氏名：楊 冠穹 

所属：関西外国語大学 

報告テーマ：歌われる「李香蘭」 

要 旨： 

改革開放の実施につれ、正規ルートではないが、「港台」（香港および台湾）流行歌手

とその歌は中国大陸に流入し、若者の間で急速に人気となった。その中の代表的な作品と

して、テレサ・テンによる「夜来香」が挙げられるが、当時多くの人々はこの歌は本来、

李香蘭が 1940 年代に歌っていたことを知らなかった。「何日君再来」（いつの日君帰

る）に関しても同様な状況であり、未だにテレサ・テンの歌として広く知られている。後

にテレサ・テンも中国音楽家協会から猛烈な批判を受けるが、台湾人のテレサ・テンより

も日本人である李香蘭を語る方がタブーだった。 

一方、李香蘭に関する研究は 2010 年前後から展開されてきたが、その多くは映画史研

究であり、満州映画協会との関わりをめぐるものがほとんどである。音楽の面の研究で

は、榎本泰子による「中国音楽史から消えた流行歌：もう一つの「夜来香ラプソディー」

（『東洋史研究』69 巻 3号、482〜448 頁、2010 年 12 月）が挙げられる。同論文で指摘さ

れているように、中国は「イデオロギー面ばかり重視」し、特に 1930〜40 年代の時代曲

に関しては「抗日運動との関わり」の無さとその「通俗的」な性格によって、音楽史と音

楽史研究の範疇から排除されていた。 

以上を踏まえて、本発表はこれまでの研究とは完全に異なる視点から「李香蘭」と「流

行歌」との関わりを考察してみたい。あまり知られていないが、実は「李香蘭」をタイト

ルにした香港歌手ジャッキー・チュンが 1990 年に歌った歌がある。歌詞は広東語で書か

れており、原曲は日本の歌手玉置浩二が 1989 年に発表したシングル『行かないで』であ

る。この歌は 1989 年に放送されたテレビドラマ『さよなら李香蘭』のエンディングソン

グでもあるため、おそらく広東語カバーのタイトルはこのことからアイディアを得た。 

しかし奇妙なことに、当時の（香港を含む）中国人は「李香蘭」という人を知らない、

それに「李香蘭」という歌自体もタイトル曲ではなく受賞もなかったものの、後にさまざ

まなタイトルで再カバーされ、広東語と中国語何度も歌われるようになった。やがて「李

香蘭」はジャッキー・チュン自身のコンサートの定番となり、中国語圏において長く支持

され続ける一種のクラシックとなった。本発表では、この歌われる「李香蘭」に焦点を当

て、1）90年代の東アジアにおける日本歌謡のカバーから見る音楽の交渉、2）タイトルは

ある程度意味不明と言ってもよい上、カバー曲である「李香蘭」が定番曲となった美的価

値、この二つの課題について探ってみたい。 
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氏名：陳 麟 

所属：東京藝術大学 

報告テーマ：上海の中国人社会におけるジャズ受容の前史—社交ダンス活動を中心に— 

要旨 

 本発表は、1920 年代の上海の中国人社会におけるジャズの受容という大きなテーマを念

頭に置き、その背景となった当時の中国人による社交ダンス活動とそれらの活動の社会的

位置づけの変遷について考察するものである。中国人を単なる受け入れ側としてみなさず、

彼らが自発的に社交ダンスを自らのライフスタイルに取り入れ、一つの娯楽産業に発展さ

せたという主体性に注目し、後に「漢化されたジャズ」の創出につながる姿勢の一貫性を確

認する。 

 

 中国人が主催する早期のダンスパーティーを遡ると、1897 年 11 月 4 日に、上海道台の蔡

鈞が上海洋務局行轅で、慈禧太后の誕生日祝いを機に、外交的・政治的な目的として、上海

租界に滞在している清朝政府の外国人官吏や各国の領事、海軍将校などを招待し、ダンスパ

ーティーを開催したことがあげられる。当時、蔡鈞は上海道台としての自覚を持ち、高水準

な洋務専門家を演じたが、中国人男性が踊らず、出席する中国人女性も専用のルームが設け

られ、「窓の前に旗を立てて視線を遮る」ように扱われていた。 

 

 1910 年代後半に入ると、中国は軍閥時代に突入し、内戦状態となっていたが、当時の上

海は、北京のように義和団の乱に脅かされることがなく、順調に経済の発展を遂げてきた。

1911 年に辛亥革命が起こった時も、上海の中国商人たちはいち早く清朝政府からの離脱を

宣言したため、上海が戦場になることはなかった。こうした背景の中で、上海で開催された 

ダンスパーティーは、社交的・娯楽的な目的が徐々に顕著となった。 

 

 さらに、単に快楽を享受するのではなく、社交ダンスを新たな「高級」な娯楽活動、さら

にライフスタイルの一つとして扱う中国人女性が出現し、企画・宣伝・実行といったダンス

活動の全てのプロセスにおける彼女たちの主体性を明確に見せてくれている。この行動に

は、積極的に西洋の音楽・ダンス文化を受容する以上の、自発的な創造力が潜んでいる。こ

のような創造力はまた、後日に中国におけるジャズの受容と時代曲の創出につながる。 
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氏名：張 宇博 

所属：早稲田大学大学院文学研究科  

報告テーマ：『私のプリンス・エドワード』と香港アイデンティティ 

要旨： 

香港映画の歴史は 20 世紀初頭に遡ることができる。初期の香港映画界では、中国本土の

からの資金と映画人を受け継ぐことが多かったため、作品の登場人物の移動が中国と切り

離せない関係を示している。当時の映画に描かれる香港と香港の住民は、一般的にそれぞれ

移民・難民社会、中国からの移民・難民というイメージが強かった。その後、香港を「わが

家」として表現する作品が徐々に製作され、中に描かれる登場人物が一定的な定着性が見ら

れ、それを通じて香港人としての意識もしばしば見られるようになったといわれる。 

 また、1980 年代から 1990 年代にかけては、「移民」、「避難」をテーマにした作品が再

び多く製作されるようになり、物語から香港の人びとの心の苦悩や葛藤を抱える様相、アイ

デンティティの揺れがうかがえる。先行研究では、「九七返還」のもたらした不確定性と「天

安門事件」の衝撃によって、香港の人びとの将来への不安を増大させ、香港アイデンティテ

ィに大きな変動が生じていることと切り離せない関係があると指摘されている。 

しかし、近年、香港映画界においては、新人監督たちが活躍しはじめて、香港の住民の移

動に伴う香港アイデンティティなどこれまであまり表現されていない問題が描かれるよう

になり、その作品が脚光を浴びている。 

 本発表では、こうした近年の香港映画を代表する『私のプリンス・エドワード』(2009 年)

を例として取り上げる。本作品は同時代の作品と比べると、一人の香港の住民が中国本土へ

と向かっていく光景が今までにない形で描かれている。それは、主人公の移動体験の詳細が

強調されているだけではなく、映画の舞台、物語の構造、登場人物の設定でも、動的な要素

が凝縮され、香港の住民のアイデンティティが内包する意味の変化があぶり出される点に

現れている。 

本作品に関する先行研究は、主に映画評論という形で討論されている。香港の映画評論家

登徒と葉七城は対談のなかで、それぞれ舞台の「金都」を「香港と中国大陸の分水嶺にある

駅家」、「中国と香港の関係の隠喩」として定義している。また、「自由」のキーワードか

ら香港の環境及び香港の人びとの置かれる社会状況にも言及している。しかし、踏み込んだ

分析が行われていない。議論は香港社会のダイナミックな変化に焦点が置かれ、香港人のア

イデンティティの変化には触れていない。一方、香港アイデンティティそのものに関する研

究は、主に政治学、社会学と歴史学を中心に行われているが、そこから香港人アイデンティ

ティの変遷する過程と、それに伴う錯綜した心理状態を伺うのは難しいと考えられる。 

本発表ではこうした知見も踏まえて作品のテクスト分析を行い、『私のプリンス・エドワ

ード』を例として、中に映し出される香港の住民の移動と香港アイデンティティの特徴と意

味を析出する。それと同時に、1980 年代以降、香港返還前後に製作された「移動」に関わる

香港映画との比較分析を通じて、香港アイデンティティの変容について考察する。 
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それらによって、近年の香港映画における移動の特徴、それに伴う香港の人々の心、およ

び香港アイデンティティの新たな変容が明らかになるはずである。 
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E 企画分科会（関西部会）要旨 

日本現代中国学会第 71 回全国学術大会 

テーマ分科会 「余暇と娯楽のジェンダー論——身体・空間・メディア」 

 

 近現代中国史研究において、公的な空間で遂行される政治や経済、社会生活を対象とした

ジェンダー史・女性史の研究的蓄積はすでに豊富に存在している。他方で、一般的にはプラ

イベートな空間、すなわち余暇や娯楽の領域においてジェンダー不平等がどのように現れ

たのか、または女性が主体的に参画して構築した文化にはどのようなものがあるのか、とい

った研究は、女性のライフヒストリーや生活史などの領域を除けばいまだ十分とは言えな

い。 

 ルイ・アルチュセールによれば、警察や軍隊などの暴力装置のみならず娯楽や余暇活動に

おける様々な文化装置もまた「国家の政治的イデオロギー装置」として機能しており、人々

は一見政治とは無縁に見えるさまざまな文化装置を通じて均質的で単一的な国民という集

団の一翼を担うことになるという。この立場に立てば、近代国民国家において余暇・娯楽が

遂行される私的な空間もまた、政治・経済が遂行される公的な空間と同様に国家の下に制度

下され、人びとの国民化を促す役割を担っているといえるだろう。20 世紀以降の中国でも

このような構造の下、映画や演劇の鑑賞、スポーツやダンスの習得、雑誌の講読やラジオ番

組の視聴などの余暇・娯楽活動を通じて思想、空間・時間秩序が広く人びとに共有され、国

民形成が促進された。 

一方、余暇や娯楽の領域は多様かつ高い流動性を持っており、時として国家のイデオロギ

ー装置としての役割から逸脱するような現象も散見される。例えば、1930 年代初頭の上海

で発行されるようになった数々の女性向けグラフ誌のページをめくると、五四新文化運動

が標榜した女性の社会参画や自由恋愛の推進というスローガンが、多くの女性にとって「解

放」よりもむしろ新たなジェンダー不均衡をもたらしたことについて数々の不満が吐露さ

れている。私的な領域である余暇・娯楽において散見されるこのような事例は、公的空間の

正統的思想を核とした歴史叙述における裂け目を可視化する役割を担っているといえる。

このような裂け目こそ、周縁化されてきた人びとの視点から新たに歴史を書き換える契機

となり、同時に従前不可視化されてきた女性による文化の存在に光を当てることにも繋が

ると考えられる。 

 本分科会ではこのような趣旨にもとづき、余暇・娯楽という私的領域における様々な実践

に焦点を当て、ジェンダー規範の観点からの娯楽の政治化と脱政治化について議論する。第

１、第２報告は主に、余暇や娯楽がどのように政治へと包摂されていったのか、その過程に

おいてジェンダー規範はどのように変容していったか、そのような実践におけるジェンダ

ー不均衡の問題はどのように現れたか、という点について、新中国建国後の都市と農村の事

例を議論する。第３報告は、娯楽文化における脱政治化の裂け目に着目し、これまで語られ

ることのなかった女性の映画鑑賞文化の実像について考察するものである。 
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企画・司会 菅原慶乃（関西大学） 

報告 1 大濱慶子（神戸学院大学） 

「戦後日中の社交ダンスの再生——〈平等〉の身体化」 

概要：中国の社交ダンスの大きな転換点となった第二次大戦後の復興期、1945 年から 50 年

代に焦点を当てる。冷戦構造の枠組みとイデオロギーの分断の中で社交ダンスがど

の ように再生され、戦後の新たな身体をつくっていったのか、中国とは反対に西側

諸国の方へ組み入れられた日本の社交ダンスの復興とその変化、また新たに創出さ

れた両国のペアダンスを対置させ、比較しながら論じる。 

 

報告 2 横山政子（志學館大学） 

「東北農村の「小喇叭」——有線放送の開始」 

概要： 本発表では中国東北地域の農村に 1950 年代から導入された有線放送（「喇叭（ラッ

パ）」はその拡声器、スピーカー）を中心に、大躍進期（1958年～60 年）前後の生活

史の一端を考察する。東北地域は他地域より比較的早く有線放送が始まっていた。

集団化が強化された時期に農村で有線放送はどのような役割を担っていたのか。農

民たちはどのように体験したのだろうか。 

 

報告 3 菅原慶乃 

「男装するモダンガール——雑誌・映画・越劇を往還する女性の読者／観客文化」 

概要： 1930年代、上海ではモダン・ガールたちによる男装ブームが巻き起こった。マレー

ネ・ディードリヒに倣い男装した身体を見せつけるかのようなかの女たちの男装パ

フォーマンスは、家父長制的抑圧へのある種の抵抗であるとともに、女性の苦しみ

を共有することができる理想の男性を表現する行為でもあった。その後、このブー

ムは人気女優・袁美雲が主演した映画シリーズ『化身姑娘』へ、そして女子越劇の

隆盛へと連鎖していった。 

 

討論 1 田村容子（北海道大学） 

討論 2 西村正男（関西学院大学） 

 

以上 
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Ｆ自由論題（政治・社会）要旨 

 

報告者：周 俊（しゅう しゅん） 

所属：東京大学 

報告題目：中国共産党と秘密主義：「保密工作」の展開とその実態 

報告要旨： 

 中国共産党は秘密保持制度の整備を政権の存続に関わる死活問題として認識している。

そのため、結党から現在まで、入党にして唱える「誓詞」には、「党の秘密を守る」ことが

常に盛られている。秘密主義は党の組織原理や支配構造を理解するための重要なポイント

になるが、現政権への忌避や史料的制約があるため、その関係業務の実態については未だ不

明な点が多く残されている。 

 この研究史の空白を埋めるため、本報告は、中華人民共和国成立前後（1948-1956）の時

期に注目し、党の秘密保持制度の形成、変容および運用実態を歴史学の観点から明らかにす

ることを試みる。党が様々な規定を含む秘密保持制度を総合的に設計、構築し、秘密情報の

取扱い状況を監査するための組織「保密委員会」を各レベルの党組織に配置したのは 1948

年頃であるが、1956 年から「保密委員会」が相次いで廃止され、関係業務が公安部門に引

き渡された。しかし、文革終了後の 1978 年、党は「保密委員会」の組織を復活させ、現在

に至る。言い換えれば、本報告の研究対象時期（1948-1956）は、今日の党の秘密保持制度

の原型を形作った重要な時期である。 

 考察にあたって、『中共中央文件選集』などの公刊資料集、そして楊尚昆などの関係者の

日記、回想録はもちろん、本報告は、『公安建設』（中央公安部）、『党内通訊』（西北局）、『党

的工作』（東北局）、『建設』（華北局）、『闘争』（華東局）など同時代における党内の機関誌

も利用する。 

 史資料の批判的な解読作業を踏まえて、本報告は以下の順に課題を設定し解決する。第一

に、党を取り巻く時代環境を概観し、指導者の守秘に対する認識の変化を考察する。第二に、

秘密保持制度や組織体制の整備過程を整理し、党の秘密情報管理体制の特徴を描く。第三に、

制度で唱われた守秘の理念と現実の乖離に注目し、情報漏洩の実態とその発生要因を分析

する。これによって、党組織に根付いている秘密主義の原理と矛盾点を浮き彫りにする。 
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氏名：松田康博 

所属：東京大学大学院情報学環 

報告テーマ：延長された国共内戦：台湾海峡を挟んで何が起きていたのか？ 

 

報告要旨 

 本研究の目的は、1949 年以降、中華人民共和国成立初期の統治体制強化過程において、

国共内戦の延長戦の展開過程がどのような役割を果たしたかを実証的に明らかにするこ

とにある。これまで、1950 年代を対象とした関連の研究としては、①中国の「反革命鎮

圧運動」、②台湾の「大陸反攻作戦」、③雲南・ビルマ／タイ国境付近の軍事的対峙等

の研究がなされてきた。 

これまで、主に都市部で行われた①について、詳細な実証研究が行われ、②の実証研

究は、この 10 年余り、主に台湾の学界で大きく進展した。ただし、国際問題となった③

のいわゆる「泰北孤軍」の研究は、史料公開に伴い台湾で進展し、軍事支援をしていた

米国の中央情報局（CIA）の史料閲覧やタイでの取材が可能になったことにより、全貌が

明らかになっている。しかしながら、同研究は横の広がりがない孤発例として研究され

るにとどまっている。しかも雲南で掃討をしていた中国側の研究は、ほとんどなされて

いないのが実情である。 

 1949 年 10 月 1 日に中華人民共和国政府が成立し、それで国共内戦が終わったかのよ

うな印象がいまだあるが、それは新政府の正統性を過大評価した見方である。実際に、

中国人民解放軍は、朝鮮戦争を戦う一方で、西南、西北、華東、華北それぞれの地域で、

中華民国国軍および地方軍事勢力に対する掃討作戦を続けていた。各地で行われた作戦

で、公式的には約 240 万人の国民党系残余勢力が殺害されたと言われる。台湾海峡を挟

んだ軍事行動についても、断片的な情報や研究しかなされておらず、中台の資料をつき

あわせるマルチ・アーカイブ・アプローチでの研究が必要である。 

 軍事行動には、経済・社会的な動員が必要であり、軍事行動の結果は、経済・社会秩

序に大きな影響をもたらす。本研究では、中心の大都市ではなく、特に台湾海峡に面し

た地域において、国共内戦の延長戦が、どのように展開し、中国共産党の統治にどのよ

うな影響を与えたかを明らかにすることに焦点をあてる。 
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報告者：大西 広 

所属：慶應義塾大学 

報告題目：東洋的専制と西洋的奴隷制—現代に引き継がれる伝統の西洋との対比― 

報告要旨： 

 

現代に通ずる「東洋的専制」との中国政治の性格は、それが「民主主義の軽視」であると

の否定的側面とともに、専制君主以外のすべての住民間の格差を縮め、生存権を中心とする

社会権を諸権利の中心に置くという積極的な面をも持つ。そして、これはコロナ禍での「強

権的」なコロナ封じ込めというあり方、あるいは「貧困撲滅」への政府の強いリーダーシッ

プにも現れているように思われる。本報告はこうした中国政治の特徴を「東洋的専制」の持

つ両面の特徴として捉え、西洋の伝統と対比する。すなわち、ギリシャ、ローマ以来の奴隷

制と民主主義とが一体化した伝統との対比である。なお、この特徴は現在の中国と西洋諸国

との対外援助の基本政策の相違にも反映されているものと考えている。 

本報告では古代ギリシャやローマの特徴の抽出にある程度の重点を置くこととなるが、

分析の趣旨は現代中国と西洋文明との相違の分析にある。その趣旨で本学会での報告を希

望したい。 

 

関連文献 

大西広「東洋的専制と西洋的奴隷制」『グローバル・アジア・レビュー』第 10 号、2021 年

6 月 

大西広「大国化する中国は「非西洋的」道を歩む」徐一睿、穆尭芋『超大国に向かう中国の

可能性』日本僑報社、近刊 

大西広「国家奴隷制、家父長制的奴隷制と国家農奴制、封建農奴制--古代ギリシャ・ロー

マ論との関わりでの中村(1977)再読--」mimeo 

大西広「東洋的専制と西洋的奴隷制--西洋帝国主義の民主主義的起源--」mimeo 
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氏名：松本 理可子 

所属：早稲田大学大学院アジア太平洋研究科博士後期課程 

報告テーマ：「社会関係資本と文化資本の融合―中医薬企業を例として」 

 

報告要旨： 

 2015 年 10 月 29 日に北京で開催された「2015 貧困削減・発展ハイレベルフォーラム」の

基調演説で習近平主席は「今後 5 年間で中国の既存基準における 7,000 万人余りの貧困人

口をすべて貧困から脱却させる」という開発アジェンダを発表した。同時に、貧困層に対し

ては「人に魚を与えるよりも、漁を教えた方がいい」という例え話を示し、貧困対策には教

育対策が欠かせず、貧困地区の子どもたちに良い教育を受けさせることの重要性を訴えた。

このように国のみならず、省、市、県、郷、村を巻き込んでの貧困撲滅対策が始まった。 

 北京を代表する中医薬企業・同仁堂も政府の貧困撲滅に対して全面的に関わっていくこ

とになったが、もともと清朝期より寄附金や科挙試験への協力などフィランソロピーに積

極的だった同社にとって、教育機関への寄附や「一企一村（ひとつの企業がひとつの村を助

ける）」活動など抵抗ないものであった。それでは他の中医薬企業はどうだろうか。同仁堂

を含む、上場している主な中医薬企業 7社（同仁堂、昆薬集団、中新薬業、天士力、白雲山、

哈薬集団、雲南白薬）の傾向をみてみると、ある共通項が導き出される。習近平政権の威信

をかけた政策への協力であっても温度差はある。7社のなかでも特に、中医学の伝統を長い

時間をかけて醸成してきた老舗企業ほどこうした活動に熱心だったのである。その熱心さ

は企業規模や企業業績の良し悪しとは必ずしも連動していない。単独で名前をよく知られ

る同仁堂や雲南白薬だけでなく、傘下に陳李済、奇星薬業、敬修堂薬業、潘高寿薬業など 12

の老舗中医薬企業を持つ白雲山、哈薬、三精、世一堂、蓋中蓋、護彤の 5つの著名な商標と

世一堂という中華老字号の使用権を持つ哈薬集団が該当する。 

 「養生」思想を背景とした老舗中医薬企業の文化資本は、人々の生活に対する社会貢献と

いう社会関係資本と融合しやすいのではないか。薬行会館やギルドの時代から綿綿と続い

てきた社会貢献活動は、現代においても老舗中医薬企業の文化資本として、アクターが政府

であれ非政府組織であれ親和性を持つ。 
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Ｇ自由論題（文学）要旨 

 

氏名：段 書暁 

所属：早稲田大学文学学術院 非常勤講師 

報告テーマ：未来を救う技術：清末科学小説における兵器表象 

 

要旨： 

中国の古代思想において、「器」と「道」の関係は常に重要な問題と見なされてきた。宇

宙秩序と道徳秩序の物質的な表現として、中国人の「器物」に対する理解は、独自の意味

と文脈を持っている。このような器物観念の文学的な表象の一つは、古代の神魔小説に描

かれた様々な宝物である。 

清朝末期になると、近代西洋の科学知識はそれまでなかった規模で中国に伝来した。抽象

的な科学原理より、「堅船」や「利砲」などの技術的な産物の方が、中国人に大きなショ

ックを与え、彼らの関心を集めた。これらの技術およびその背後にある技術観は、人間の

可能性や自然との関係を改めて定義していると同時に、人々の新しい世界に対する想像に

絶えず新たな素材を提供している。 

新しい技術に最も強い興味を示した文学ジャンルの一つが、清朝末期の科学小説である。

これらの作品の中で、様々な技術が描かれている。その中で特に中心となっているのは、

架空の未来戦争で使われる先進的な兵器である。未来戦争はよく清末科学小説に描かれた

テーマの一つである。現実の世界で列強に支配されている恥辱をすすぐために、作者たち

は希望を未来に託し、その時にすでに強国となった中国が宿敵の西洋に対する完璧な復讐

を遂げるのを夢見ていた。それらの架空の戦争譚には、ハイテクの兵器がいつも勝敗の決

め手として想像されている。先行研究は清末科学小説に描かれたハイテクの兵器を古代の

神魔小説にある宝物＝法宝の延長と見なすことが多く、それと清末の知識環境や、同時代

の他の国や地域の文学潮流との関係、および神通力を持つ宝物からハイテクの兵器への変

化に潜んでいる器物＝技術に関する観念の変化に焦点を当ててこなかった。 

清末科学小説に描かれたハイテクの兵器は、少なくとも以下の三つの文脈に関わってい

る。第一に、当時の新聞や雑誌などの出版物にあった軍事技術に関する最新の情報であ

る。第二に、明清期の神魔小説の宝物に関する描写である。第三に、同時期の欧米や日本

の作品に描かれた未来戦争で使われる兵器などの近代 SF 的なガジェットである。本発表

は『新紀元』、『空中戦争未来記』、『電世界』などの未来戦争をテーマとする清末科学

小説を中心に、作品における新しい知識、縦の文学伝統、横の文学潮流三者の間のダイナ

ミクスを分析し、近代中国における新しい技術観の生成と想像力の変容を考察していきた

い。 
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氏名：田中雄大（たなかゆうた） 

所属：東京大学大学院（博士課程） 

報告テーマ：「詩的な小説」という言説の形成――周作人の廃名評を手がかりに 

 

要旨 

 

廃名（1901-1967）の小説は従来「詩的な小説（詩化小説）」として論じられてきた。

その具体的な様相として、象徴的なイメージの運用、小説的な構造の弱さ、古典文学の影

響などが挙げられてきたが、廃名の同時代人による「詩的な小説」という評価には、それ

らとは若干異なった意味合いが含まれていたようである。廃名の小説が「詩的」であるこ

とを最も早く指摘したのは彼の第二短篇集『桃園』に寄せられた周作人の跋文（1928 年）

であるが、同文は二つの文脈において考えることができる。一つは作品に作者の経験を読

み込む作者重視の文学観で、この文脈は厨川白村や郭沫若から周作人「『竹林的故事』

序」、そして廃名「『竹林的故事』序」およびエッセイ「説夢」へと至るものである。ま

た多くの同時代評が周作人の廃名評を引用しつつ、廃名の文章の独自性を強調しているこ

とも重要で、当時の評論言説において、小説が「詩的」であることとそれが作者独自の文

章であることが重なっていた可能性がある。 

もう一つの文脈が、1920 年代後半から徐々に現れてくる文学史構築への欲望である。廃

名の小説が「詩的」であるとの指摘は 1932 年に発表された『橋』以降に頻出するが、そ

うした指摘の多くが新文学時期を文学史的に整理ないし回顧しようとする眼差しを伴うも

のであったという事実は注目に値する。そしてこの点も周作人のみならず、例えば沈従文

の廃名評にも同様の特徴を見て取ることができるように、「詩的な小説」という言説が生

みだされる背景の一つとして、こうした文学史構築への欲望が存在していたことが考えら

れる。 

 本報告では、以上の二点に加え、同じく作者の影を濃厚に留めていることで知られる創

造社のテクストやそれに関する批評、廃名自身の小説テクスト、更に同時代の詩論におけ

る「詩的」なテクストをめぐる議論などを可能なかぎり参照しつつ、改めて廃名の小説が

「詩的」であるという言説が如何にして生まれてきたのかについて、考察を行うことにし

たい。 
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氏名：劉 娟 

所属：横浜国立大学都市イノベーション学府博士後期課程 

  

報告テーマ： 

中国国家図書館の児童書選定における絵本の浸透及びその背景――「全民閲読運動」に注

目して 

  

要旨： 

本発表は、中国国家図書館が 2012 年に発表した中国初の児童書蔵書目録『全国少年児

童図書館基本蔵書目録 2012』（以下『目録 2012』と表記）及び推薦絵本目録『絵本

100――2014 年全国少年児童閲読年指導書目』（以下『絵本 100』と表記）に選定された

絵本に着目し、絵本がどのように国家図書館児童書蔵書選定に浸透してきたのか、その実

態及び背景について考察するものである。 

1990 年代までは子ども向けの絵本がほとんど注目されていなかった中国であるが、90

年代末になると、外国絵本の翻訳出版が徐々に進み、2000 年代半ばには一つのブームにな

った。そのブームが契機となって、絵本の市場需要が拡大と安定成長が続き、読み聞かせ

などの社会的な活動も広がっている。中国国家図書館が『目録 2012』を刊行したことも、

こうした動きと無縁ではあるまい。 

本発表では前述の『目録 2012』、『絵本 100』に加え、その後刊行された推薦絵本目録

『音楽与絵本的交匯——国家図書館少年児童館音楽絵本推薦手册』（2015）、『無字図画書

導読手冊』（2015）、『原創 100――中国原創図画書核心書目』（2016）、『絵本潤童心

――心理成長図画書導読目録』（2018）をも分析対象とする。 

中国で絵本の急速な普及が進む背景には主に 2004 年から急速に進められた出版体制改

革、経済発展と伴う早期教育への重視がある。しかし、それに加えて 2006 年から政府に

よる国家規模の「全民閲読運動」（中国政府が主導して、全社会が参与し、全国民が実践

する読書推進運動）も始まり、特に就学前児童の親子読書、家庭読書に便宜を図る目標が

掲げられたことが中国国家図書館の姿勢に大きく影響しているものと思われる。 

本発表では、「全民閲読運動」の推進に伴い、相次いで策定される法案・通知における

「児童読書」・「親子読書」の関連の政策に注目することで、図書館行政を通じての児童

教育への国家介入という問題を、児童書選定おける絵本の浸透という側面から明らかにす

る。 
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氏名：郭済飛  

所属：早稲田大学・院 

報告テーマ：文脈の境界線を超えて――ケン・リュウの短編 SFについて  

報告要旨：  

 在米華人作家として注目されているケン・リュウ（Ken Liu, 劉宇昆）の短編 SF 小説に描

かれる世界には、二つの文化的文脈が存在する。一つは現代性を追い求めてきた欧米文脈

（西側文脈）である。科学技術の発展と資本主義の拡張を特徴とした現代性は、様々な問題

を孕んできて、批判と不信の的となっている。その文脈の内部では、科学技術は終焉なき進

歩を追い求め、しだいに人間の感情と理性を蝕み、人間の主体性の崩壊をもたらすようにな

る。その文脈の外部では、資本主義は更なる資源と利益を獲得するため、その以外の文化へ

拡張していく。戦争と侵略、帝国主義的な支配、文化の隔たりなど諸々の問題がその拡張に

よって生じる。そこに、もう一つの文脈が絡んでくる。中国大陸、台湾と日本をはじめとす

る東アジアの文脈である。  

東アジアの諸地域は、西洋からの強制的な現代化の要請によって、伝統から現代への過

渡を強いられ、文化を含めがた全面的なパラダイム変化が発生した。二つの文脈はある種の

衝突・緊張関係にある。中国（蘭州）生まれのケン・リュウは、多くの小説の中で東洋の伝

統や文化的要素を取り入れ、その緊張関係に触れている。  

 現代性（特に科学技術の発展）が孕む問題、そして異なる文脈の間の隔たり、それに面し

てケン・リュウの短編 SF小説は新しい視点と対応方法を提示している。そのキーワードと

なるのは感情と言語である。  

例えば、アヘン戦争前後の中国大陸と香港を背景にした Good Hunting において、妖狐

（hulijing、狐狸精）と主人公の「私」の間の感情は、旧世界（中国大陸の村）と新世界（植

民地化された香港）をつなぐ接点になり、二人の登場人物が二つの文脈が生む世界の枠組み

の変化に対抗する力となる。60年代の台湾を背景にした The Literamancer においては、漢

字の占卜術＝言語が、アメリカ人の少女 Lilly Dyer の、中国大陸と台湾の歴史と文化、そ

してアメリカの帝国主義的な側面を理解する媒介となり、また彼女が自ら無意識に犯した

罪を償う方法ともなっている。そこには、二つの文脈を越えるコミュニケーションの可能性

が潜んでいる。  

 今回の発表では、ケン・リュウの短編 SF小説を取り上げ、感情と言語をキーワードにテ

クストを分析し、現代性が孕む問題への対応、そして文脈の境界線を越えて異文化を語る可

能性がいかに提示されているかについて検討したい。  

 


